紅葉 シー ズン 到来 の 岳 谷 & 鳥 海山! 
自然 ガイ ド の 案内 で じっくり 森林 ウォ ー ク & 温 泉 の 寛ぎ 


太古 の 黄葉 鳥海 山林 び ・ 不 思 議 の 森 


世界 遺産 ・ 白 神山 地 の 魅 力 を 体感 


人 と り 和 ) 


162, 000 円 166, 00 円 | 181,000 円 
195.000 四 


※ 利 

ー ※ 部 屋 タイ プ 1 泊 目 : 和室 また また は 和洋 室 (バス 無し ・ ト イレ 付 ・3 泊 目 : 洋室 
※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 順 下 さい 。 ※ 写 真 は 全て イメ す 。 ※ ハ イキ ン 
グ の ご 準備 を お 願い し ます (トレ ッ キ ング シュ ー ズ また は 軽 登山 靴 、 カ ッ パ 等 の 雨具 な ど )。 獲 子 ヶ 鼻 湿 
原 は ぬか る ん で いる 鐘 所 も あり ます の で 、 足元 が 汚れ る 場合 が ご ざい ます 。 3 日 目 [海山 ご ・ 中 島 
台 の 森 】 約 3 時 間 の 散策 、 約 4km・ 高 低 差 60m、 主 雨天 時 は 滑り や すい の で 注意 

行程 ー バ ス っ 豚 空 機 徒歩 = 列車 一 毅 その他 


松葉 = 秋 田内 陸 縮 買 鉄道 [ 山 深い 森吉 山 麓 の 紅葉 ] (自由 請 ) = 阿仁 合 ユタ 
刻 : 湯 の 沢 温泉 ホテ ル ゆ と りあ 藤里 泊 (世界 遺産 白神 山地 の 宿 ) 


目 : 宿 つ 秋田 白神 ・ 馬 貸 ( 紅 某 の プ ナ 原生 林 を 自然 ガイ ド と 散策 ※ 約 1 時 間 ) つ 


( 末 換 ) 能代 ・ 旧 料亭 金馬 ( 還 登 録 有形 文化 財 天然 秋田 杉 の 典 堂 で 和 選 食 ) > 羽 
後 本 店 由利 高原 鉄道 (自由 放 ) 矢島 っ タ 刻 : 猿 倉 温泉 フォ レス タ 鳥 海 泊 
一 鳥海 山麓 ・ 中 島 台 の 森 (自然 ガイ ド の 解説 で 不思議 の 森 を 歩く ※ 約 9 時 
・ 紅 葉 の あがり こ 大 王 ( 潮 300 年 、 日 本 の 奇形 ブナ ) … 獅 子 ヶ 鼻 湿原 ( 消 
水 涯 や 世界 的 に 貴重 な コケ 「 鳥 海 マリ モ 」 控 譜 ) … 入 口 > 法 体 の 滝 (日 本 の 潤 100 朋 、 
落差 5Im の 名 と 渓谷 の 紅葉 ) つ 夕刻 : 閣 倉 温泉 ・ 同 ホテ ル 泊 
ライ ン 一 馬 海 山 五 合 目 ・ 移 立つ 


| AEB5F10 | 詞 
scEsFo 加 過 


『 最少 催行 人 上 10 名 
2EB 和 Tp 医 zgTa 
jEBe< NMe 還 


アド ベンチ 
1 者 ツー リズ 


自 神 山地 ・ 岳 佑 自然 観察 教 育 林 


世界 遺産 の 核心 地 に 隣接 する 地域 に あり 、 和 白神 山地 (秋田 側 ) の 自然 陣 を 
手 租 に 体 隊 し て いた だ ける よう 設定 され た 散策 コー ス 


錦 税 に 彩 られ る 世界 自然 産 和 神山 地 (秋田 側 ) か 
6、 島 海山 食 ・ 異 形 ブ ナ の 宝庫 で ある 神秘 の 空間 ・ 
痴 子 ヶ 鼻 湿原 を じっくり 自然 ガイ ド と 巡り ます 。2 
・3 泊 目 は 全 客 室 か ら 烏 海山 を 望む 温泉 リゾ ー ト に 
宿泊 し 、 温 泉 を ウォ ー ク を 楽し む 4 日 間 の 秋 旅 で す 。 


地元 歴史 ガイ ド が 3 日間 同行 ! 月 上 志津 温泉 連 泊 ! 
出羽 三山 を 巡る 歴史 探訪 の 旅 
自然 と 信仰 息づく 東 の 奥 参り 


RS DE 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 泊 信 言 は 初日 東 京 駅 か ら 最終 日 山形 駅 また は 山形 空港 まで 同行 
し ます 。 集合 時 は 係員 が ご 案内 し ます 。 

※ 利 用 バス 会 社 : べ に ば な 観光 パス また は 山 交 パ ス ま た は 庄内 交通 また は 松山 観光 バス 

※ 部 屋 タイ プ : 和室 (バス な し ・ ト イレ な し ) 


※ 写 真 は 全て イメ ロ ※1 人 1 室 は キャ ン セル 肝 ち の 受付 と な り ま す 。 
※3 日 目 、 羽 黒山 五 塞 培 は 及 道 約 20 分 歩き ます 。 未 きやすい 隊 作 と 民 物 で ご 参加 下さ い 。 
※「 日 本 称 湯 を 守 る 会 」 ス タン プ 評 団 対 象 。 


行程 つ バ パス 当 航 空 機 


> 岩根 沢 神社 (IH 日 月 寺 ) 本道 寺 品 之 宮 湯 殿山 神社 ( 条 訂 折 科 、 
川 家 七 祈 原 所 」 の ひと つと され て いた ) 一 大 井沢 湯殿 山 神社 ( 旧 大 日 寺 訳 、 往 時 は 
日 本 大寺 場 の ー ヶ 所 に も 数 えら れ た ) 刻 月 山 志 当 温泉 ・ ま いづ る や 泊 


午前 : 宿 一 姫 沢 リ フト 下 駅 + 上 駅 … 巡 エ ヶ 岳 分 時 より 月 山神 社 礼拝 … 上 駅 + 下 
駅 湯殿 山 つ 参拝 パス 本宮 ・ 奥 の 院 ( 参 語 ) つ 参 拝 パ ス つ 参 籠 所 (精進 料 
理 昼食 「 当 ツア ー 特 別 メ ニュ ー」、 温 殿山 仙人 澤 温 泉 「 御 神 湯 」 入 浴 ) 注 連 
寺 ( 即 身 仏 「 鉄 門 海 上 人 」 安置) 田 麦 俣 (合掌 造り 多層 民家 ・ 七 つ 滝 ) っ 夕刻 
同 温泉 泊 


街 


掲載 No| 


東京 発 | 6AEC5AB0 


6CEC5ABO 
『 最 少 催 行人 員 : 10 名 


< アド ペン チャ ー 
謝 ツー リズ 


湯殿 山 精進 料理 を 当 ツ ア 


湯 殿 山 大 鳥居 


ー 特 別 メ ニュ ー で ご 用 意 」 


古 よ り 人 々 を 惹き つけ て きた 山 病 信 仰 の 聖地 、 出 羽 
三山 。 羽黒 山 は 現世 の 幸せ を 祈る 山 (現在 )、 月 山 は 
死後 の 安楽 と 往生 を 祈る 山 ( 過 震 ) 、 湯殿 山 は 生ま れ 
か わり を 祈る 山 (未来 ) と し て 、 こ の 三山 を 巡る こ 


と は 、 現在 ・ 過 去 ・ 未 来 を 巡る 「 生 まれ か わり の 旅 」。 


地元 歴史 ガイ ドガ が 3 日 間 同 行 、 精 進 料 理 や 山形 の 旬 
の 味覚 も 楽し む 大 人 の 出羽 三山 語 で 。 


祭 


落と で 故 対 で 斗 前 制 可 | 落 ゆ 記 陳 時 時 由 
| | | | 


潤 咽 
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EE 


秒 剖 つ Oー 


| さ ーw 堂 王 | 


